
読
者
の
お
便
り
か
ら

0
今
年
4
打
円
H
、
我
々
は
卒
榮
後
卯
郁
の
ク

ラ
ス
会
を
持
ち
ま
し
た
会
の
開
俳
に
先
立
ち

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
散
策
し
、
そ
の
時
に
立

ち
・
寄
っ
た
校
友
会
一
フ
ウ
ン
ジ
で
本
誌
]
1
9
リ
,

を
人
下
し
ま
し
た
オ
ー
ル
鼎
心
社
の
動
静
が

分
か
り
ま
し
た
表
紙
裏
の
「
暫
難
の
;
葉

は
、
私
の
大
好
き
な
も
の
の
一
つ
で
す
。
以
前

に
松
山
義
則
前
総
長
力
ら
い
た
だ
い
た
笑

俊
果
割
開
」
の
色
紙
は
、
今
で
も
私
の
宅
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。
舛
校
の
兆
艇
を
祈
り
つ
つ

-
L
、
1
Π
1
 
.
ー
"
^
Υ

0
(
財
)
日
本
E
U
少
年
研
究
所
の
Π
・
米
・
小
の

「
高
校
生
の
学
習
土
織
と
リ
茎
活
」
開
査
で

^
、
^
^
^
^
(
倒
^
Π
^
^
九
^
^
^
^
」
^
^

も
な
く
、
将
来
展
望
の
兄
通
し
も
な
く
、
勉
学

努
力
も
低
い
。
昨
今
の
勒
剛
に
は
,
大
学
生
に

鷲
凶
授
業
"
と
か
。
終
戦
後
釦
午
、
 
U
木
の
立

て
直
し
に
は
今
後
面
年
は
か
か
る
だ
ろ
う
こ

の
よ
う
な
時
期
に
「
特
集
・
変
容
す
る
学
生
、

そ
し
て
大
学
教
育
」
は
、
見
事
な
<
告
で
し
た

ま
た
、
知
ら
な
か
っ
た
「
イ
ザ
ベ
ラ
・

バ

ド
」
も
有
挑
か
っ
た
上
智
大
学
の
武
内
教
授
、

」
靴
大
学
の
金
坂
教
授
と
他
校
の
先
生
の
登
場

も
愆
義
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
そ
れ
に
し
て

も
、
近
頃
の
大
学
の
先
生
は
大
変
で
す
ね
え

(
兵
儕
木
・
田
中
康
稔
)

0
1
1
9
号
所
収
の
中
で
最
も
感
銘
を
受
け
た

劃
瑞
は
、
「
岡
志
社
人
観
ル
ー
イ
ザ
ベ
ラ

バ

ー
ド
」
で
す
平
凡
社
の
『
日
本
奥
地
紀
行

に
ょ
り
新
沼
ボ
か
ら
山
形
県
へ
の
足
跡
は
有
名

で
す
私
の
住
む
小
国
町
か
ら
南
陽
町
へ
の
コ

ー
ス
は
、
「
U
本
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
(
桃
源
郷
)
」

と
い
わ
れ
、
バ
ー
ド
の
呼
称
以
来
今
も
地
.
兀
で

は
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
南
陽
市
(
山
形
県
)

の
「
ハ
イ
ジ
ア
パ
ー
ク
」
(
り
ゾ
ー
ト
施
股
)

で
は
、
バ
ー
ド
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
、
彼
女

の
足
跡
、
茗
禽
、
遺
品
な
ど
が
展
.
尓
さ
れ
て
い

ま
す
も
っ
と
、
も
っ
と
沢
山
の
方
に
知
っ
て

欲
し
い
人
物
で
す

今
回
の
町
瑞
で
バ
ー
ド
と
同
志
社
、
京
都
と

の
関
わ
り
を
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
一
段
と
親
し

み
が
涌
い
て
き
ま
し
た
。
岡
志
社
大
学
、
「
同

志
社
時
縦
に
声
援
を
送
り
ま
す

(
山
形
県
・
鈴
木
孝
二
)

0
何
と
い
っ
て
も
新
刊
紹
介
が
こ
れ
だ
け
多
く

あ
る
の
は
、
ほ
か
に
例
を
知
り
ま
せ
ん
。
そ
の

肖
評
の
中
か
ら
、
こ
ん
ど
は
ど
れ
を
読
も
う
か

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
ー
ー
9
号
の
「
人
物
誌
」
に
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
と
て

も
助
か
り
ま
し
た
突
は
、
平
凡
社
の
例
の
本

を
読
み
、
我
が
郷
士
・
会
津
の
記
事
に
関
心
を

持
っ
て
い
ま
し
た
冒
頭
(
朝
頁
)
の
バ
ー
ド

の
写
真
も
良
く
、
印
貞
に
は
新
島
襄
と
山
本
家

の
方
々
と
の
写
貞
が
あ
っ
て
、
同
志
社
と
会
津

が
強
く
結
ぱ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

(
福
島
県
・
五
十
嵐
勇
作
)

0
終
戦
時
9
刀
、
旧
制
女
f
専
門
学
校
を
繰
り

上
げ
卒
業
し
ま
し
た
以
来
、
釦
年
、
私
は
同

志
社
を
出
た
と
い
う
思
い
で
過
こ
し
て
き
た
の

に
気
づ
き
ま
し
た
。
女
専
で
も
な
い
、
大
学
で

も
な
い
、
同
志
社
で
す
。

職
時
F
、
山
陰
の
田
舎
の
城
下
町
か
ら
受
験

し
た
"
、
「
英
文
科
だ
っ
て
、
そ
れ
も
耶
一
鮴

の
?
」
な
ど
と
.
U
わ
れ
ま
し
た
し
か
し
、
両

親
と
女
学
校
の
校
長
先
生
ら
に
励
ま
さ
れ
て
入

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
そ
れ
が
私
の
同

志
社
の
始
ま
り
で
す
も
う
人
生
い
く
ば
く
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
 
1
年
に
1
回
は
大
学
周
辺
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
咋
年
は
寒
梅
館
で
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
と
喋
っ
て
東
京
に
戻
り
ま
し
た
。
『
同
志

社
時
報
の
継
梦
Z
切
に
希
望
し
ま
す
。

(
東
京
都
・
今
井
栄
)

※
敬
称
略

牙

精神に帰る一日
卒業生の皆様を、思い出多き"今出川キャンパス"にお迎えし、旧師や旧友と
の再会現役学生の活動をとおして母校との「紳」をより深めていただく機本
となることを願い開催いたします0

◆日時2005年11月6日(日)]0時~16時45分
◆会場同志社大学今出川キャンバス

■主なプログラム■

.開会式 10:00~同志社礼拝堂・講演会 11:15~1200
・野点.卒業生交流レセブション]2:30~1345 (会費制)

.施設公開・キャンバスツァー.閉会式・アトラクシヨン

*「来場の伺羔社大学卒業生の方には、記念品をで用意しています0

*開厶式、卒業生交流レセプションは、「同志社創立]30周年記念りユニオン」とコ同開催0
◆お問い合わせ先同志社大学校友課

TEL.075_251.3009/FAX.075.251-3097 E・ma".Ⅱkoyu @ me".doshlsha・ec・JP

同志社大学ホームカミングデー2005

囲回團圏
同志社創立130周年記念

こころ

RQU於i0能

第28回Neesimo Room企画展

「新島襄と同志社.展

同夫社創立]30年を記念する展示です。新島襄以来の同志社の歩
みに関し栄光の歴史だけでなく、試練の時代も紹介されておりま
す。なお今回から展示室の一室が「新島襄常設展示室」となゆま
した。

<期問> 2005年10月1日(土)~2006年2月28日(火)
<時問> 9.30~17:00 (日曜日は] 000から、土'日曜日は

16'00まで)

<会場> Neeslm8 Room

(同志社大学今出川キャンパス・ハリス理化学館部皆)

<閉室日>祝日、 2005年10月27日~]1月1日、 1】月29日、
]2月23日~2006年]月9日

<入場料>無料(事前申し込み不要)

<お問い合わせ先>同志社社史資料センター Tel.075・251B042
E.mail:ji、shasi@m8il.doshi5ha.ac.jp

講師'大谷賓(同志社総長)

・学生による模擬店

16.30~ M前広場

斬島襲

創立130周年記念
スタンプの原画


